
（１）市一般会計予算と消防予算との比較

（２）消防予算と職員・人口・世帯数との比較

（３）消防予算使途別比較

　１．消防予算

元 当初予算 164,238,750 5,694,308 3.5

年度 区分 一般会計予算（Ａ） 消防予算（Ｂ） 比率（Ｂ／Ａ）％

1世帯当り

実数 1人当り（千円） 人口数
年度

消防費
（千円）

消防職員1人当り 人口1人当り

1人当り（円） 世帯数 世帯当り（円）

13,691 178,531 31,895元 5,694,308 476 11,963 415,904

35.4

人件費と物件費

人件費(千円)

3,680,790

物件費等(千円)

2,013,518

比率（％）

元 5,694,308 64.6

年度
消防費
（千円）

比率(％)
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総　　　　務

富山市消防局・富山消防署　合同庁舎

　社会環境の著しい変化に伴い、地域住民の消防に寄せる期待は、質・量と
もに大きく変化しています。
　消防機関として、これらに適切に対応するため、消防施設及び人員の効率
的・重点的な整備充実に配慮しながら業務推進に努めています。



（４）令和元年度消防予算

令和元年度　消　防　予　算

（単位：千円）

区分 金額

13.使用料及び
　　手　数　料

13,528 13,528

　1.使　用　料 66 66

8. 消 防 使 用 料 66 1.消防使用料 66 敷地内占用料

　2.手　数　料 13,462 13,462

6. 消 防 手 数 料 13,462 1.消防手数料 13,462
1.危険物許認可等手数料
2.証明手数料

14.国庫支出金 36,816 36,816

　2.国庫補助金 36,816 36,816

　7.石 油 貯 蔵
  　施設立地対
　　策等交付金

36,816
1.石 油 貯 蔵
  施設立地対
　策等交付金

36,816
1.空気呼吸器
2.消防ポンプ自動車
3.採用職員防火衣等

説明
節

款項 目 本年度

歳入
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区分 金額

15.県支出金 1,340 1,340

 2.県補助金 1,340 1,340

6.消 防 費
　補 助 金

1,340
1.消 防 費
　補 助 金

1,340 消防団員安全装備品整備事業費補助金

16.財産収入 7,029 7,029

 1.財産運用収入 7,029 7,029

1.財 産 貸
　付 収 入

7,029
1.土地建物
　貸付収入

7,029 自動販売機設置貸付料

19.諸収入 99,037 99,037

 6.雑入 99,037 99,037

3.雑    入 99,037 3.雑    入 99,037

1.高速自動車国道救急業務費収入
2.消防団員等公務災害補償責任契約
  共済基金収入
3.消防団員退職報償金収入
4.雇用保険料戻入金
5.その他の雑入

20.市債 1,442,400 1,442,400

 1.市債 1,442,400 1,442,400

7.消 防 債 1,442,400 1.消 防 債 1,442,400

1.消防・防災施設整備事業債
2.緊急防災・減災事業債
3.過疎対策事業債
4.行政改革推進債

款 項 目 本年度
節

説 明
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150
救助訓練塔補強
材料費

27.公　課　費 3,523
免許登録費
重量税

18. 備 品 購 入
費

8,693
消防活動用資機材
他

19.負担金補助
　　及び交付金

34,901

県消防学校入校負担金
県消防長会負担金、そ
の他の負担金・補助金、
用水負担金

104,342
危険物保安技術協会審
査委託料
庁舎清掃等委託料

14.使用料及び
　　賃借料

31,455
発信地表示装置回線等
使用料他
寝具借上料等

112,024
消耗品費
その他の需用費

12. 役 務 費 37,304
通信運搬費
その他の役務費

1,627

9. 旅 費 2,835
普通旅費
特別旅費

603,809

7. 賃 金 1,222

1,761,020

3.職員手当等 1,051,084

目 本年度

本年度の財源内訳

3,694,256

2. 給 料

4. 共 済 費

8. 報 償 費

11. 需 用 費

13. 委 託 料

16. 原 材 料 費

1
常
備
消
防
費

3,753,989 5,375 0 54,358

節

説　　明
特定財源

一般財源 区分 金額国（県）
支出金

地方債 その他

歳出
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1.報        酬 200,251
職務報酬
出場手当
技術報酬

5.災害補償費 7,466 災害補償費

8.報   償   費 54,977
消防団員退職報償金
その他の報償費

11.需   用   費 28,616
消耗品費
その他の需用費

12.役   務   費 2,296
通信運搬費
その他の役務費

13.委   託   料 663
消防出初式業務委託料
その他の委託料

14.使用料及び
   賃  借  料

1,215
放送受信料
借地料

16.原 材 料 費 73
消防団操法大会設営資
材費

18.備品購入費 4,845 消防用ホース購入費

19.負担金補助
    及び交付金

71,497

消防団員等公務災害補
償等共済基金掛金
その他の負担金
分団運営交付金

27.公   課   費 2,216 重量税

312,617

地方債 その他

２
非
常
備
消
防
費

374,115 1,340 0 60,158

目 本年度

本年度の財源内訳 節

説　　明
特定財源

一般財源 区分 金額国（県）
支出金
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国（県）
支出金

地方債 その他

173

770

308,500

490

計 5,694,308 38,156 1,442,400 119,594 4,094,158

（５）消防職員の特殊勤務手当
　　 　（令和元年度）

重量税

18.備品購入費 206,400

支援車購入費
消防ポンプ車購入費
高規格救急車購入費
電話設備更新費

19.負担金補助
　及び交付金

30,940
消火栓新・増設補修等負担
金

防火水槽解体工事費
常備消防拠点建設関係費
分団器具置場建設関係費

9.旅　費 消防車両中間検査旅費

11.需用費 45,346
防火水槽等修繕費
消防ポンプ車等修繕費
庁舎等修繕費

12.役務費 61
常備消防拠点建設関係費
自賠責保険料

13.委託料 973,524

防火水槽設計等委託料
常備消防拠点建設関係委
託料
分団器具置場建設関係
委託料
消防艇関係委託料

14.使用料及び
　　賃借料

車両リース料

87,285

目 本年度

本年度の財源内訳 節

３
消
防
施
設
費

1,566,204 31,441 1,442,400 5,078

15.工事請負費

27.公課費

説 明
特定財源

一般財源 区分 金額

用 地 交 渉 等 手 当 日額 500円 用地交渉業務

深 夜 ・ 早 朝
勤 務 手 当

1回につき 410円 深夜又は早朝の勤務

現 場 技 術 指 導 等 手 当

日額 400円 作業環境が劣悪な場所での作業従事者

日額 250円
冬期間における屋外での工事監督、技術指導
等業務従事者

1回につき 750円 水難救護業務（潜水業務以外は2時間以上）

日額 200円 消防艇業務

種　　類 支　給　基　準 対　象　業　務（従事者）

消　防　業　務　手　当

1回につき 300円 火災消火等の作業従事者

1回につき 400円
火災等出動の運転従事者、10m以上の高所作
業従事者及び救助業務従事者

1回出動につき 400円 救急救命業務（救急救命士）

1回出動につき 200円 救急業務
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 ２.消防庁舎の状況

名

称

所

在

地

敷
地
面
積
㎡

種

別

構

造

建
築
面
積
㎡

延
べ
面
積
㎡

竣

工

年

月

庁 舎 ＳＲＣ造３階建 1,435.78

車 庫 Ｓ造平屋建 149.25

庁 舎 ＲＣ造２階建 614.01 1,253.97

機 械 室 Ｓ造平屋建 40.00 40.00

富 山 消 防 署
東 部 出 張 所

中市二丁目8の70 3,199.99 庁 舎 Ｓ造２階建 553.67 891.29 Ｈ18/6月

富 山 消 防 署
南 部 出 張 所

悪王寺25の1 1,524.76 庁 舎 ＲＣ造２階建 291.50 384.05 Ｓ53/3月

庁 舎 ＲＣ造２階建 284.27 384.33

ポンプ性能検査場 Ｓ造平屋建 156.00 156.00

庁 舎 ＲＣ造２階建 989.83 1,552.37

倉 庫 Ｓ造２階建 81.60 135.47

富山北消防署
海 上 分 遣 所

岩瀬入船町1の6 124.01 庁 舎 Ｓ造２階建 103.32 206.64 Ｓ55/12月

呉 羽 消 防 署 呉羽町2417の5 5,445.49 庁 舎 Ｓ造２階建 922.86 1,352.53 Ｈ23/12月

庁 舎 Ｓ造２階建 858.26 1,188.90

災害対応資機材
専   用   倉   庫

Ｓ造２階建 100.00 150.00

大沢野消防署 上二杉202 6,037.16 庁 舎 ＲＣ造2階建 704.63 1,194.55 Ｓ53/9月

大沢野消防署
細 入 分 遣 所

楡原1101の1
細入総合行政センター
敷地内

庁 舎 Ｓ造平屋建 231.40 219.22 Ｈ18/12月

大 山 消 防 署 花崎737 7,184.50 庁 舎 ＲＣ造２階建 988.80 1,487.26 Ｓ60/7月

大 山 消 防 署
小 見 分 遣 所

小見255の15 1,515.64 庁 舎 Ｓ造平屋建 252.65 245.11 Ｈ20/3月

八 尾 消 防 署 八尾町福島816-1 5,017.07 庁 舎 Ｓ造２階建 969.34 1,224.38 Ｈ29/10月

庁 舎 ＲＣ造２階建 1,225.67 2,095.25

倉 庫 Ｓ造２階建 113.56 184.10

婦 中 消 防 署
山 田 分 遣 所

山田小島2697の4 860.26 庁 舎 Ｓ造平屋建 256.45 250.13 Ｈ19/11月

富 山 消 防 署
中 分 署

奥田町20の22 1,918.78 Ｈ8/3月

消 防 局
富 山 消 防 署
合 同 庁 舎

今泉191の1 9,426.95 4,421.08 Ｈ1/11月

富 山 消 防 署
北 部 出 張 所

上飯野28の2 1,814.00 Ｓ55/3月

富山北消防署 高畠町一丁目10の30 4,423.00 Ｈ11/9月

婦 中 消 防 署 婦中町笹倉128 5,477.22 Ｈ7/12月

富山北消防署
和 合 出 張 所

四方荒屋1500-1 2,960.12 H27/11月

水 橋 消 防 署 水橋舘町420の1 5,457.51 Ｈ21/11月

庁　　　　　　 舎 Ｓ造３階建 563.49 1,142.95
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※ 総務課付／県消防防災航空隊　2名、研修派遣等（救命士、県消防学校） 11名

※ 県消防学校派遣者 2名は、定数外職員のため含まず。

　３．職員の配置状況

 （平成31年4月1日）

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

474

468 11 1 8 19 52 92 150 0 146

消防局長・次長 2 1 1

総　務　課 13 2 2 5 4

総　務　課　付 13 1 1 1 1 9

予　防　課 11 1 1 1 4 5

警　防　課 12 1 3 4 4

通 信 指 令 課 21 1 6 14

小　　　計 72 1 1 2 5 13 14 28 9

本　　　　　署 67 3 1 4 7 13 21 21

中　分　署 27 1 4 5 11 6

東部出張所 19 1 6 4 8

南部出張所 17 2 1 4 4 8

北部出張所 17 2 1 4 4 8

小　　　計 147 7 1 5 14 32 44 51

本　　　　　署 37 2 1 2 9 2 11 12

和合出張所 19 1 4 8 6

海上分遣所 4 2 1 1

小　　　計 60 2 1 2 12 7 20 18

27 1 1 2 5 9 9

28 1 1 2 6 9 9

本　　　　　署 28 1 1 2 5 9 10

細入分遣所 8 3 1 4

小　　　　計 36 0 1 1 2 8 10 14

本　　　　　署 27 1 1 1 2 6 8 9

小見分遣所 8 2 2 4

小　　　　計 35 1 1 1 2 8 10 13

27 2 2 5 9 9

本　　　　　署 28 1 3 5 9 10

山田分遣所 8 2 2 4

小　　　　計 36 0 1 3 7 11 14

合　　　計

計

再
任
用
職
員

消　防　吏　員

定　　　数

大 山 署

八　尾　署

婦 中 署

消
　
防
　
局

富
　
山
　
署

富
山
北
署

呉　羽　署

水　橋　署

大沢野署
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（平成31年4月1日）

※定数外職員2名、再任用職員11名除く

（平成31年4月1日）

※定数外職員2名、再任用職員11名除く

　４．職員の年齢状況

　５．職員の勤続年数状況

消

防

正

監

消

防

監

消
防

司
令

長

消

防

司

令

消
防

司
令

補

消

防

士

長

消
防

副
士

長

消

防

士

36.7 59.0 58.3 54.6 49.4 43.4 35.2 25.8

468 1 8 19 52 92 150 146

10 10 2.14

57 57 12.18

82 17 65 17.52

101 2 85 14 21.58

58 30 28 12.39

62 14 35 13 13.25

40 3 18 16 3 8.55

30 11 13 3 3 6.41

28 1 8 5 7 6 1 5.98

職　　員　　数

計

消　防　吏　員

年
齢
別
構
成
率

平　均　年　齢

46　〃　51　〃

51　〃　56　〃

56　歳　以　上

18歳以上21歳未満

21　〃　26　〃

26　〃　31　〃

31　〃　36　〃

36　〃　41　〃

41　〃　46　〃

消

防

正

監

消

防

監

消

防
司

令
長

消

防

司

令

消

防
司

令
補

消

防

士

長

消

防
副

士
長

消

防

士

16.1 37.0 38.8 34.5 29.7 22.8 14.2 5.3

468 1 8 19 52 92 150 146

69 69 14.74

69 17 52 14.74

118 5 89 24 25.21

52 28 23 1 11.11

44 8 29 7 9.40

52 2 20 19 11 11.11

25 6 14 3 2 5.34

39 1 8 11 10 8 1 8.33

30　〃　35　〃

35　年　以　上

5 　年　 未　 満

5年以上10年未満

10　〃　15　〃

15　〃　20　〃

20　〃　25　〃

25　〃　30　〃

職　　員　　数

計

消　防　吏　員
年
齢
別
構
成
率

平均勤続年数
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（平成30年度）

※災害別構成率は、小数点第２位切り捨て

　６．職員の任免状況

　７．職員の公務災害発生状況

　区　分
階級別 計

消

防

正

監

消

防

監

消
防

司

令

長

消

防

司

令

消
防

司

令

補

消

防

士

長

消
防

副

士

長

消

防

士

採 用 9 9

昇 任 29 3 7 7 5 7

平成30年度 退 職 11 3 1 3 3 1

令和元年度

区分
療養期間

計 1週間未満
1週間以上
2週間未満

2週間以上
災害別構成率

（％）

2 2 100 .0

0 0 .0

2 2 66 .7

1 1 33 .3

0 0 .0

計

火　　災

救　　急

訓　　練

その他
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（１）活動状況

※通常訓練の他、パート訓練も随時実施。（活動数にパート訓練は含まず）

（２）組織表

（３）構成表

（ ）は兼務

（４）カラーガード隊（愛称スノーフェアリス）

　８．消防音楽隊

　私たちは平成元年8月の富山市制100周年記念「消
防防災フェスティバル」に消防音楽隊の専属サークル
として発足しました。
　その後、平成3年4月にカラーガード隊員を広報担当
女性消防団員に任命し、現在は「消防出初式」や「チ
ンドンパレード」などにカラーガード演技での出演や、
楽器の演奏など、各種行事やイベントなどに幅広く参
加しております。

カラーガード隊12名（平成31年4月1日）

（平成３０年度）

活 動 内 容 計 消 防 関 係 市 関 係 そ の 他 訓 練

活 動 数 96 7 2 7 80

（平成３１年４月１日）

計

33 29

隊 長 副 隊 長 隊 員

1 1

楽 長

2

計

隊

長

指

揮

者

ソ

プ

ラ

ノ

サ
ッ

ク

ス

ア

ル

ト

サ

ッ

ク

ス

テ

ナ

ー

サ

ッ

ク

ス

バ

リ

ト

ン

サ
ッ

ク

ス

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

ホ

ル

ン

ユ

ー

ホ

ニ

ュ

ー

ム

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

チ

ュ

ー

バ

パ

ー

カ

ッ

シ

ョ

ン

33 1 2 2 2 2 1 4 4 3 3 3 6

パ

ー

ト

別

実
数
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予　　　　防

　火災を未然に防ぐために、出前講座等を積極的に開催し、防火安全指導を行うとともに、住宅

防火訪問等による住宅防火対策を推進しています。

　また、事業所に対しては建物の用途や規模に応じた消防用設備等の設置指導や危険物施設の作

業従事者に対する保安教育の実施促進及び事故防止対策を図るとともに、法令改正等を踏まえた

防火安全対策を推進しています。

　今後も、市民の皆様の大切な生命や財産を火災から守るために、防火安全対策の推進に努めて

まいります。

住民参加による消火訓練


